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 今日の有明海は，魚介類やノリの生産量の減少などの疲弊が問題化されている．その干潟環境の

再生・回復に向けての対策法の開発を目的として，人工干潟を創生し，その人工干潟の環境モニタ

リングを実施して環境変動の動態把握と変動のメカニズムについての検討を行った．研究の対象と

した人工干潟は，底質の外部からの搬入ではなく，埋立地の掘削により作り出された，管路によっ

て外海と海水交換すること，潮溜まりを持つことが特徴的である．この人工干潟では，地盤乱底質

など生物生息環境の多様性を人為的に創生することによって，ごく近傍の干潟では見られないよう

な生物を含む多様な生態系が，潮溜まりを持っていることが場の生産力を上げている可能性が数値

計算により示唆された．  
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